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特 色特 色

• ニュートリノ研究拠点形成
（京都大学、近畿大学、UBC（カナダ）、東北大学
との大学間連携）

• 我が国発信の原理に基づく研究• 我が国発信の原理に基づく研究

• 大学実験室規模で世界的インパクトのある研究

• 次代を担う若手研究者、大学院生等の科学技
術研究者人材育成術研究者人材育成
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ニュートリノ研究の最重要課題と展望ニュートリノ研究の最重要課題と展望
宇宙論

と
標準模型を越えた宇宙素粒子研究

と
素粒子論（物質優勢宇宙、質量起源、大統一理論の究明）

他の研究

ニュートリノ物理
未知の測定量と

マヨラナ性
レプトン数保存則の破れ

ニュートリノ研究

他の研究

混合行列
（混合角θ・位相δ）

マヨラナ性
（ν=ν, 位相α,β）

_ 質量階層
（絶対値、質量差）

既知の測定量位相が有限
レプトンCP対称性の破れ

日本が牽引

励起原子を利用した励起原子を利用した ニ トリノレス



研究目標（１）研究目標（１）
ニュートリノ質量構造、特に質量絶対値の決定とマヨラナ性・CP非保存
の解明

我が国発信の新しい原理に基づく統合的研究我が国発信の新しい原理に基づく統合的研究
大規模実験（SK/T2K）と相補的研究

反物質＜＜10‐10

宇宙の物質優勢
条件

ニュートリノ質量構造とマヨラナ性
サハロフの3条件
１．物質と反物質の物理法則が一定でないこと

CP非保存
２ 宇宙が始ま たときのバリオン数は0であること ニュートリノがカギ２．宇宙が始まったときのバリオン数は0であること

バリオン数非保存
３．熱平衡からずれがあること 4

ニュートリノがカギ



研究目標（２）

宇宙開闢の歴史と素粒子

物質優勢宇宙の解明
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一 の成果と第二期の目標第 期の成果と第二期の目標

第一期成果：
（１）マクロコヒーランス増幅原理の発案と応用
（ ）励起原子集団を利用 質量

我国発信の新しい原理

（２）励起原子集団を利用したニュートリノ質量
精密分光法を提案

（３）レーザー・超放射観測、ナノ貯蔵標的開発等
原子を用いた質量分光の基礎を確立

第一期 第二期

原子を用いた質量分光の基礎を確立

第二期目標：
（１）マクロコヒ ランス増幅原理を実証

外部評価
（１）マクロコヒーランス増幅原理を実証
（２）原子ニュートリノを検出（世界初）
（３）ニュートリノ精密質量分光分野を創設 平成２２年２月

外部評価結果： 「（本研究は）野心的であり、かつ世界最先端の研究計画である。この研究はニュートリノや宇宙論について新たな発
見をもたらす機会を与えてくれる。それゆえ今後、更に大きく研究を発展させることが重要であり、それに十分値する研究である」
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実験成果の例

固体パラ水素コヒーラント
ラマン励起(v=2 モード)に成功

(２011年5月)

Ba原子レーザー誘発超放射
の観測に成功（２０10年1月）

超放射信号

HFパラ水素の赤外分光に成功
２０11年4月

超放射信号

エネルギー準位

吸収スペクトル励起スペクトル

岡山大学岡山大学
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研究戦略
励起原子を利用したニュートリノ質量分光

マクロ ヒ ランス増幅原理 トリノ質量分光法提案第マクロコヒーランス増幅原理・ニュートリノ質量分光法提案

マトリックス（分子性結晶＠極低温）作成

励起 原子からの超放射観測

第
一
期
前

励起Ba原子からの超放射観測

N@C60等ナノ空間貯蔵可能性の研究

光 対超放射観測（世界初）

前
進
課
題

二光子対超放射観測（世界初）

原子ニュートリノ対放出過程の発見（世界初）

最大ニュートリノ質量(m3)の上限値 またはその値確定

ニュートリノ質量精密測定（世界最高感度の達成）

m2,m1,θ13, マヨラナ性、マヨラナ位相

背景宇宙ニュートリノの検出（開闢最初の３分間の解明）

8



岡山大学研究組織の構築・強化

量子宇宙研究センター極限量子研究コア 量子宇宙研究センタ
2011/7/16  着任予定

准教授

極限量子研究コア
選考中

自然系研究科

理学部付属理学部付属
量子宇宙
研究センター
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特別教育研究経費特別教育研究経費

• 量子宇宙物理機関関連事業
（平成１８年度ー平成２２年度）（平成 年度 平成 年度）
総計２４０，０００，０００円強

原子を利用した• 原子を利用した
ニュートリノ質量分光プロジェクト
（ 成 年度 成 年度）（平成２３年度ー平成２７年度）
２３年度４２，０００，０００円強
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